
が
見
つ
か
る
ま
で
毎
日
、
そ
の
場
所
に
立
つ

し
か
な
い
姿
を
見
て
、
人
間
の
無
力
感
を
突

き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
入
門
の
き
っ
か
け

　

高
校
に
進
学
す
る
気
に
な
れ
な
い
頃
、
中

学
の
理
科
の
宿
題
で
天
気
図
を
書
く
た
め
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
気
象
通
報
」
を
録
音
し
て

い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
間
違
え
て
録
音
し
た
、

桂
米
朝
師
匠
の
「
け
ん
げ
し
ゃ
茶
屋
」
と
い

う
演
目
が
、
生
ま
れ
て
初
め
て
聞
い
た
落
語

で
し
た
。
そ
の
時
、
な
ん
と
面
白
い
の
か
と

思
い
、
そ
れ
以
来
、
落
語
に
は
ま
り
ま
し
た
。

落
語
家
は
中
卒
で
も
入
門
で
き
る
と
知
っ
た

頃
、
ラ
ジ
オ
で
桂
吉
朝
師
匠
の「
時
う
ど
ん
」

を
聴
き
ま
し
た
。「
マ
ク
ラ
」
と
い
う
冒
頭

部
分
で
「
こ
の
噺
は
人
が
失
敗
す
る
話
な
ん

で
す
」
と
最
後
の
方
ま
で
ス
ト
ー
リ
ー
説
明

を
し
て
か
ら
同
じ
落
語
を
話
し
始
め
た
ん
で

す
。
噺
の
筋
を
知
っ
て
い
る
の
に
面
白
い
の

に
衝
撃
を
受
け
て
、
弟
子
入
り
を
お
願
い
し

に
行
き
ま
し
た
。
中
学
３
年
生
の
秋
で
し
た
。

　

師
匠
に
は
「
高
校
入
っ
て
も
う
少
し
世
間

を
見
て
来
い
。
楽
屋
に
は
い
つ
で
も
遊
び
に

来
た
ら
え
え
」
と
言
わ
れ
、
大
阪
の
高
校
に

進
学
、
授
業
が
終
わ
る
と
楽
屋
を
う
ろ
う
ろ

■
生
ま
れ
育
っ
た
西
宮

　

西
宮
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
今
も
関
西
を
中

心
に
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
兵
庫
県
は

「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
遠
い
感
覚
は
な
く
、

身
近
な
存
在
で
す
ね
。

■
落
語
と
の
出
会
い

　

中
学
１
年
生
の
と
き
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
遭
い
、
実
家
は
無
事
で
し
た
が
、
駅
前

の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
倒
壊
し
、
学
校
の
先
輩
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
が
、
先
輩

ふるさとを語る

し
て
い
た
の
が
、
米
朝
師
匠
の
目
に
留
ま
り
、

吉
朝
に
「
入
れ
る
な
ら
、
は
よ
入
れ
た
ら
え

え
」
と
、
鶴
の
一
声
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

入
門
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
11
年
１
月
、

高
校
２
年
生
の
と
き
で
す
。

■
初
舞
台
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

初
舞
台
は
入
門
し
た
年
の
３
月
と
決
ま
り
、

師
匠
に
は
、
普
段
の
稽
古
の
他
に
神
戸
で
開

い
て
い
た
一
般
向
け
の
落
語
教
室
の
始
ま
る

前
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
初
舞
台
で
は
ネ
タ
を
忘
れ
て
し

日本の縮図と言われる兵庫県は、
多彩な人材を輩出しています。
今回は、落語家の桂吉坊さんに
お話を伺いました。

落
語
家桂 

吉
坊

か
つ
ら

ぼ
う

き
ち

さ
ん

〈プロフィール〉

1981年生まれ。大阪府立東住吉高校芸能文化科在学中の
1999年、桂吉朝に入門、同年３月に初舞台。2000年桂
米朝のもとで内弟子修行を開始。古典落語を中心に舞台
を重ね、2011年咲くやこの花賞大衆芸能部門賞、2014
年繁昌亭大賞奨励賞など数々の賞を受賞。2008年公開の
映画「能登の花ヨメ」など役者としても活躍している。
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■
県
人
会
の
皆
さ
ま
へ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
交
通
手
段
な
ど
の
発

達
で
人
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
て
い
る
反
面
、

コ
ロ
ナ
で
本
当
に
近
い
人
に
も
会
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。　
　

　

江
戸
落
語
、
上
方
落
語
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

今
で
は
東
京
の
舞
台
で
も
お
客
様
に
大
阪
弁

を
身
近
に
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
大

阪
に
は
天
満
天
神
繁
昌
亭
、
神
戸
・
新
開
地

に
は
喜
楽
館
が
あ
り
ま
す
。
落
語
は
、
想
像

の
世
界
で
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
芸
能
で
す
。

案
外
と
身
近
に
あ
り
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
が

収
ま
っ
た
ら
ぜ
ひ
一
度
、
生
の
舞
台
を
見
に

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
う
大
失
態
で
、
初
め
は
順
調
で
し
た
が
、

途
中
で
ネ
タ
が
頭
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
い
、

ど
う
し
よ
う
も
な
く
黙
っ
て
い
た
ら
、
師
匠

が
舞
台
の
袖
か
ら
何
か
言
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
が
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
や
っ
と
思
い
出
し

て
、
最
後
ま
で
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

そ
の
日
の
師
匠
は
無
言
で
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
そ
れ
か
ら
１
年
ほ
ど
経
っ
た

あ
る
日
、
突
然
「
大
体
、
あ
の
と
き
お
前

な
！
」
と
、
１
年
越
し
に
大
目
玉
を
食
ら
い

ま
し
た
。

■
桂
米
朝
師
匠
へ
の
内
弟
子
時
代

　

米
朝
宅
に
は
直
弟
子
か
ら
吉
朝
一
門
へ
と

住
み
込
み
修
業
を
す
る
内
弟
子
が
代
々
続
い

て
い
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
、
正
式
に
内
弟
子
修
行
に
入

り
ま
し
た
。
大
師
匠
と
生
活
を
と
も
に
し
な

が
ら
、
落
語
だ
け
で
は
な
い
、
落
語
家
と
し

て
生
き
る
姿
勢
を
教
わ
っ
た
大
切
な
３
年
間

で
し
た
。

　
■
吉
朝
師
匠
の
思
い
出

　

サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
と
い
う
、
当
時
落
語
家

に
と
っ
て
憧
れ
の
舞
台
の
独
演
会
で
し
た
。

師
匠
の
発
す

る
言
葉
が
、

約
１
５
０
０

人
の
お
客
一

人
一
人
の
心

を
と
ら
え
る

姿
は
、
ま
る

で
能「
田
村
」

に
出
て
く
る

千
手
観
音
が

敵
を
一
人
で

こ
と
ご
と
く

射
止
め
て
い

く
、
あ
の
場
面
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
し
た
。
落

語
が
こ
ん
な
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
芸
能
な
の

か
と
感
動
し
た
瞬
間
で
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
落
語

　

不
要
不
急
の
真
っ
只
中
と
言
わ
れ
る
落
語

で
す
が
、
落
語
は
ご
飯
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

が
ご
飯
が
お
い
し
く
な
る
、
明
日
も
い
い
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
て
く
れ

る
芸
能
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

配
信
も
増
え
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
方
に
見
て

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
目
標

　

初
め
て
落
語
を
聞
い
た
と
き
、
落
語
を
知

ら
な
く
て
も
、
頭
の
中
で
物
語
の
世
界
が
広

が
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
驚
き
と

楽
し
み
を
感
じ
て
も
ら
え
る
落
語
を
演
じ
た

い
で
す
。
師
匠
や
大
師
匠
を
は
じ
め
、
先
人

が
膨
大
な
知
識
と
経
験
の
中
か
ら
選
ん
だ
言

葉
や
心
意
気
を
受
け
継
ぎ
た
い
で
す
。

桂
吉
坊
さ
ん
の
手
ぬ
ぐ
い
を
２
名
の
方
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

詳
し
く
は
37
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（©佐藤浩）

（©佐藤浩）

（©出田秀）
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Ⅰ 
安
全
安
心
な
兵
庫
づ
く
り

◉
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▼
医
療
提
供
体
制
の
確
保
▼
ワ
ク
チ
ン
接
種

◉
防
災
・
減
災
対
策

▼
防
災
・
減
災
、
県
土
の
強
靱
化
対
策
▼
避
難
行

動
要
支
援
者
へ
の
支
援
▼
防
災
人
材
の
育
成

◉
医
療
確
保
と
健
康
づ
く
り

▼
医
療
体
制
整
備
と
人
材
の
育
成
▼
が
ん
等
の
疾

病
対
策
▼
認
知
症
対
策

◉
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実

▼
妊
娠
、
出
産
へ
の
支
援
▼
子
ど
も
子
育
て
支
援

▼
児
童
虐
待
の
防
止

◉
高
齢
者
、
障
害
者
支
援
の
充
実

▼
高
齢
者
支
援
の
充
実
▼
障
害
者
の
生
活
支
援

◉
く
ら
し
の
安
心
確
保

▼
雇
用
の
維
持
・
確
保
▼
自
殺
対
策
▼
人
権
対
策

Ⅱ 

交
流
の
新
展
開

◉
五
国
の
交
流
、
魅
力
発
信

▼
五
国
の
再
発
見
と
交
流
促
進
▼
五
国
の
逸
品
・

絶
品
の
販
売
促
進
▼
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
の
開
催
▼

大
阪
・
関
西
万
博
で
の
兵
庫
の
魅
力
発
信

◉
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出

▼
新
た
な
観
光
モ
デ
ル
の
創
出
▼
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ

ベ
ル
後
の
観
光
需
要
喚
起
▼
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
再
開

を
見
据
え
た
取
り
組
み

◉
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

▼
芸
術
文
化
の
振
興
▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◉
交
流
基
盤
の
整
備
促
進

▼
基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
▼
神
戸
空
港

の
国
際
化

Ⅲ 

兵
庫
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
の
育
成

◉
地
域
を
支
え
る
産
業
の
振
興

▼
中
小
企
業
・
事
業
者
支
援
▼
商
店
街
の
活
性
化

◉
農
林
水
産
業
の
基
幹
産
業
化

▼
農
林
水
産
業
の
ス
マ
ー
ト
化
▼
山
田
錦
の
需
要

拡
大
▼
地
域
に
よ
る
農
地
管
理
の
強
化
▼
畜
産
物

の
生
産
力
強
化
▼
資
源
循
環
型
林
業
の
確
立
▼
県

産
木
材
の
利
用
促
進
▼
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海

の
再
生

◉
持
続
可
能
な
地
域
環
境
の
創
造

▼
地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
▼
水
素
社
会
実
現
へ

の
取
り
組
み
▼
資
源
循
環
の
推
進
▼
野
生
鳥
獣
被

害
の
防
止

Ⅳ 

多
様
な
兵
庫
人
材
の
活
躍

◉
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
展
開
▼
新
時
代
に

対
応
し
た
高
校
教
育
の
展
開
▼
特
別
支
援
学
校
の

新
設
▼
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
開
学

◉
全
員
活
躍
社
会
の
推
進

▼
女
性
活
躍
の
推
進
▼
シ
ニ
ア
世
代
の
就
労
支
援

▼
障
害
者
雇
用
の
促
進

Ⅴ 

新
た
な
兵
庫
へ
の
道
筋

◉
デ
ジ
タ
ル
化
の
本
格
的
推
進

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
▼
ス

マ
ー
ト
県
庁
の
推
進

◉
変
化
に
強
い
産
業
構
造
へ
の
転
換

▼
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
創
出
▼
次
世
代
産
業
の
育

成
▼
次
世
代
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
の
研
究
支
援
▼

富
岳
の
産
業
利
用

◉
地
方
回
帰
を
促
す
環
境
整
備

▼
移
住
・
定
住
の
推
進
▼
県
内
就
職
の
促
進
▼
地

域
再
生
大
作
戦
の
新
展
開
▼
空
き
家
の
活
用
▼
企

業
立
地
の
促
進

◉
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
先
導
す
る
取
り
組

み
の
強
化

▼
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
▼
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
モ
デ
ル

◉
新
し
い
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

◉
持
続
可
能
な
行
財
政
構
造
の
確
立

◉
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
度
調
整

令和３年度県政の５つの柱令和３年度県政の５つの柱

ポストコロナ 新時代に挑む

Ⅰ 安全安心な兵庫づくり	 Ⅳ 多様な兵庫人材の活躍
Ⅱ 交流の新展開	 Ⅴ 新たな兵庫への道筋
Ⅲ 兵庫の強みを活かした産業の育成

　総額４兆6068億円の令和３（2021）年度当初予
算。５つの柱に重点を置き、ポストコロナ社会を
見据え、「兵庫2030年の展望」の具体化に向けた
リーディングプロジェクトや「兵庫県地域創生戦
略」の地域プロジェクトなど、「すこやか兵庫」
の実現に向けた取り組みを進めていきます。
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　芸術文化と観光という２つの学びを表す左右に大きく広げた翼。
２つの学びが表裏一体となって生まれる唯一無二の価値と無限大∞
の可能性を表している。
　伸びやかに美しく大空を舞うコウノトリのように、異なる分野の
架け橋となり、地元地域へ、そして世界へ羽ばたくことを願って。
　エレガントで柔らかなデザインは、これからのエンターテインメ
ントを生み出す歓びを印象づける独自の感性に基づいている。
　ブルーカラーは、空をイメージし、架け橋となる無限大の可能性
を意味し、ピンクカラーは、芸術文化観光のエンターテインメント
性と歓びを意味している。

ロゴマーク

芸術文化観光専門職大学開学！

　令和３年（2021年）４月、
平田オリザ氏を長に、芸術文
化観光専門職大学を開学。日
本で初めての「芸術文化観光」
を深く学ぶ公立大学が、豊岡
市に開設されました。

　

入
学
式

　

４
月
５
日
、
１
期
生
84
名
を
迎
え
、
入
学

式
を
挙
行
。
平
田
オ
リ
ザ
学
長
よ
り
「
学
問

と
は
、
科
学
的
に
考
え
、
理
性
に
よ
っ
て
行

動
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
と
、
私

は
考
え
ま
す
」、「
こ
こ
に
い
る
す
べ
て
の
学

生
が
４
年
後
に
こ
の
大
学
を
選
ん
で
よ
か
っ

た
と
胸
を
張
れ
る
大
学
を
皆
さ
ん
と
創
り
た

い
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
の
特
徴

❖
芸
術
文
化
と
観
光
の
二
つ
の
視
点
か
ら
地

域
活
性
化
を
学
ぶ

　

地
域
の
新
た
な
活
力
を
創
出
す
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
育
成
。「
芸
術
文
化
観
光
」

と
い
う
新
た
な
学
問
分
野
を
開
拓
。

❖
国
公
立
初
！
演
劇
・
ダ
ン
ス
の
実
技
が
本

格
的
に
学
べ
る
大
学

　

世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
演
劇
人
、
ダ
ン

サ
ー
が
教
員
と
し
て
在
籍
。
２
２
０
人
収
容

の
劇
場
や
ス
タ
ジ
オ
な
ど
舞
台
芸
術
を
学
ぶ

た
め
の
施
設
も
充
実
。

❖
新
た
な
観
光
を
創
り
出
し
、
元
気
な
地
域

づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成

　

観
光
が
着
地
型
観
光
へ
と
変
化
を
迎
え
る

今
、
地
域
の
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
多
様
な
視

点
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る

人
材
を
育
成
。

❖
１
学
部
１
学
科
80
人
の
徹
底
し
た
少
人
数

教
育

　

原
則
、
全
科
目
を
40
人
以
下
で
行
う
徹
底

し
た
少
人
数
教
育
。
教
員
と
学
生
の
顔
の
見

え
る
関
係
と
き
め
細
か
な
指
導
を
通
じ
て
学

び
を
深
め
、
高
い
教
育
効
果
を
実
現
。

❖
授
業
の
１
／
３
を
実
習
に
充
て
た
実
践
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

現
場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
授
業
の

１
／
３
の
実
習
を
実
施
。
実
習
は
単
な
る
経

験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
ら
が
新
プ
ラ
ン
を
企

画
す
る
な
ど
、
在
学
中
に
実
践
力
を
養
成
。

❖
初
年
次
教
育
と
初
年
次
全
寮
制

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
や
英
語
教
育

を
中
心
に
、
初
年
次
教
育
に
力
を
入
れ
、
自

立
し
た
学
び
を
促
す
。
１
年
次
は
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
方
式
の
全
寮
制
と
し
、
学
生
同
士
の
交

流
を
通
じ
て
、
協
働
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
ま
す
。
交
流
室
も
設
置

し
、
生
活
の
場
だ
け
で
な
く
、
学
び
の
場
と

し
て
活
用
。

▶
４
月
５
日　

入
学
式

▶
４
月
１
日　

開
学
式

▲劇場
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❖
は
じ
ま
り

　

２
０
０
０
年
に
「
人
と
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
際
園
芸
・

造
園
博
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
」

（
淡
路
花
博
）
が
開
催
。
関
西
国
際
空
港
工

事
な
ど
の
大
規
模
な
土
砂
採
取
跡
地
約

１
０
０
㌶
を
花
と
緑
で
埋
め
尽
く
し
、
自
然

と
人
と
が
共
生
す
る
新
し
い
姿
の
表
現
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

自
然
と
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か

な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
「
新
し
い

花
と
緑
の
文
化
」
を
後
の
時
代
に
引
継
い
で

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

❖
継
承
と
発
展

　

淡
路
花
博
か
ら
10
年
後
に
、
淡
路
花
博

２
０
１
０
「
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
が
開
催
。

テ
ー
マ
は
、「
人
と
自
然
の
新
た
な
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
」。
地
域
か
ら
花
み
ど
り
活
動

を
通
し
て
取
り
組
む
新
た
な
地
球
環
境
の
創

造
、
人
と
自
然
と
の
協
働
（
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
に
よ
り
、
新
た
な
自
然
と
人
と
の

共
生
空
間
を
形
成
し
、
継
承
・
発
展
さ
せ
る
。

淡
路
島
を
「
公
園
島
」
と
し
て
花
み
ど
り
文

化
の
発
信
と
地
域
振
興
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
ま
し
た
。

❖
創
造
的
復
興
の
証

　

淡
路
花
博
２
０
１
５「
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」

の
テ
ー
マ
は
、「
人
と
自
然
の
共
生
の
ス
テ
ー

ジ
」。
環
境
の
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
を
、
自
然
再
生
の
取
り
組

み
の
場
と
し
て
淡
路
夢
舞
台
な
ど
を
通
じ
て

発
信
し
、
淡
路
島
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
農

と
食
」「
暮
ら
し
」
の
持
続
を
主
張
す
る
こ
と
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
の
節
目
に
あ

た
り
、
人
と
自
然
の
共
生
の
心
を
ま
さ
に
創

造
的
復
興
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
証
と
す

る
こ
と
。
淡
路
島
を
人
と
自
然
が
共
生
し
た

持
続
可
能
な
社
会
と
す
る
環
境
島
と
し
て
発

信
し
ま
し
た
。

❖
淡
路
花
博
20
周
年
記
念

　

20
周
年
と
な
る
今
回
、
淡
路
花
博
が
目
指

し
た
「
人
と
自
然
と
の
共
生
」
の
理
念
を
継

承
発
展
さ
せ
る
た
め
、
み
な
と
つ
な
が
る

「
花 

緑 

食
の
島
」
淡
路
を
テ
ー
マ
に
、
春

と
秋
の
２
回
に
分
け
て
祭
典
を
開
催
。
淡
路

島
を
舞
台
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
然
・
歴

史
・
文
化
・
食
な
ど
多
彩
な
地
域
資
源
に
恵

ま
れ
た
淡
路
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

▶
２
０
２
１
年
３
月
20
日

花
み
ど
り
フ
ェ
ア
開
会
式

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子

▲村雨辰剛氏作 庭園

▲2021年３月20日 花みどりフェア開会式 知事挨拶
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ＪＲグループ６社と自治体が
協働して実施する観光事業「デ
スティネーションキャンペーン
（ＤＣ）」2023年夏の開催地が
兵庫県に決まり、多田真規子・
ＪＲ西日本神戸支社長から決
定通知書が伝達された。井戸
知事は「多様性に満ちた兵庫
だからこその魅力ある企画を
形にできる機会。交通網など
ハード面も整備し、将来にわ
たり人々が訪れる兵庫づくり
につなげる」と意欲を語った。
（４月８日、県庁）

新規採用職員辞令交付式を行
い、276人が公務員としての
決意を新たにした。訓示で、
井戸知事は「県民福祉の向上
がわれわれの使命。県民によ
り添って課題解決に導く姿勢
と、時代の流れに柔軟に対応
する姿勢を養って」とあり方
を説き、「これからの兵庫を
創るのは皆さん。夢と希望を
託す」と激励した。
（４月１日、県公館）

知事と県内の市町長が、連携
して対応すべき喫緊の課題な
どを意見交換。井戸知事は、
新型コロナウイルス感染症が
急拡大している現状に警鐘を
鳴らしつつ、「ワクチン接種
のスケジュールが明確に示さ
れれば一定の目処が立ち、県
民の不安も減らせる」と説明。
ワクチンの配分見通しを伝え、
円滑な接種体制の構築を市町
長らに呼びかけた。
（４月13日、県公館）

県立美術館で、デザ
イナーのコシノヒロ
コさんのコレクショ
ン250点と、同氏が
描いた絵画作品200
点を紹介する展覧会
の公開前日。内覧会
に、コシノさん、建
築家の安藤忠雄さん、
井戸知事らが出席。
知事は「多彩な才能が随所に現れており、皆さんに来場を
お勧めしたい」とあいさつした。会期は８日から６月20日
まで。
（４月７日、神戸市）

【東京2020オリンピック聖火リレー】
　５月23日・姫路市、24日・丹波篠山市において聖火リレーが実施されました。
緊急事態宣言発令中でもあり、当初の14市を巡る計画からは大幅に変更されましたが、1964年の前回東京五輪の際に台
風の影響で走ることが叶わなかった「幻のランナー」10名を含む195名によるリレーが実現。23日の姫路会場での開会
にあたり、井戸知事は「聖火はオリンピックの象徴。多くの人々とともに一歩ずつつなぐことで、開催に心からのエー
ルを送ろう」と呼びかけました。

知 事 の 活 動 記 録
　２月28日には一旦、２回目の「緊急事態宣言」が解除されたものの、再び新型コロナウイルス感染者の増加を受け、
４月５日からは「まん延防止等重点措置」を、さらに４月25日からは３回目の「緊急事態措置」を開始。２年続けてコ
ロナ下での年度初めとなりました。

ＤＣ決定通知書伝達式

辞令交付式

県・市町懇話会

コシノヒロコ展内覧会

区　分 姫路会場（５月23日（日））
（姫路城三の丸広場）

丹波篠山会場（５月24日（月））
（篠山城跡三の丸広場）

実施方法

壇上で聖火を受け渡す
トーチキス方式 ランナー走行方式

三の丸広場内でのトーチキス
（ステージ上で全ランナーが
トーチキス）

ランナー１人あたり20ｍ程度
の走行（広場約６周を全ラン
ナーでリレー）

ランナー数 82人 113人

出席者 井戸　敏三　知事（開会挨拶）
清元　秀泰　市長（閉会挨拶）

荒木　一聡　副知事（開会挨拶）
酒井　隆明　市長（閉会挨拶）
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ふるさと情報便
土
遺
物
な
ど
に
よ
り

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

尼
崎
城
は
２
０
１
９

年
３
月
に
再
建
さ
れ
、

一
般
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
『「
伊
丹
諸
白
」

と「
灘
の
生
一
本
」

下
り
酒
が
生
ん
だ

銘
醸
地
、
伊
丹
と

灘
五
郷
』
と
い
う

伊
丹
と
灘
五
郷
の

清
酒
造
り
を
テ
ー

マ
と
し
た
歴
史
的

ス
ト
ー
リ
ー
が
文

化
庁「
日
本
遺
産
」

に
令
和
２
年
度
に

　

２
０
２
０
年
10
月
、

尼
崎
城
本
丸
跡
に
尼

崎
市
立
歴
史
博
物
館

が
開
館
し
ま
し
た
。

昭
和
13
年
竣
工
の
歴

史
的
建
築
物
で
あ
る

旧
尼
崎
高
等
女
学
校

校
舎
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
歴
史
博
物
館

で
は
、
尼
崎
の
原

始
・
古
代
か
ら
近
・

現
代
ま
で
の
歴
史
を

　

美
し
い
自
然
に

囲
ま
れ
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
住
宅
が

多
い
三
田
は
在
宅

ワ
ー
ク
に
最
適
！

都
会
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
よ
く
出
勤
や

お
出
か
け
に
も
便

利
で
す
。
ま
ち
と

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
企
画
展

�

「
尼
崎
城
を
掘
る
」

伊
丹
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
に

�

枡
タ
ワ
ー
が
出
現

私
の
暮
ら
し
が

�

か
な
う
ま
ち
・
三さ
ん
だ田

尼崎市

伊丹市

三田市

▲三田市移住・定住ポータルサイト
　｢さんだうぇるかむサイト｣
　https://sanda-portal.com/

問 市長公室若者のまちづくり課
TEL 079-559-5041
FAX 079-563-1366

自
然
の
距
離
感
が

ち
ょ
う
ど
い
い
三

田
で
、
あ
な
た
に

ぴ
っ
た
り
な
暮
ら
し
や
働
き
方
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

　
『
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
窓
口
、
始
め
ま
し
た
』

　

家
に
居
な
が
ら
、
移
住
補
助
の
こ
と
や
三
田
で
暮
ら
す

先
輩
移
住
者
の
話
が
聞
け
ま
す
。
※
さ
ん
だ
う
ぇ
る
か
む

サ
イ
ト
か
ら
要
事
前
予
約
。

　
『
在
宅
ワ
ー
ク
補
助
、
始
め
ま
す
』

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
は
、
江
戸
時
代
初
期
よ
り
、
そ

れ
ま
で
の
濁
り
酒
か
ら
清
酒
を
大
量
に
醸
造
す
る
技
術
を

確
立
し
た
と
し
て
「
清
酒
発
祥
の
地
」
を
標
榜
し
て
い
ま

す
。
伊
丹
の
酒
は
上
方
か
ら
江
戸
へ
送
ら
れ
る
酒
と
し
て

「
下
り
酒
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
で
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

現
存
す
る
日
本
最
古
の
酒
蔵
で
あ
る
「
旧
岡
田
家
住
宅
・

酒
蔵
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
を
有
し
、
小
西
酒
造
と

伊
丹
老
松
酒
造
の
２
社
が
、
現
在
も
伊
丹
の
酒
を
造
り
、

紹
介
す
る
常
設
展
示
に
加
え
て
、
年
４
回
程
度
、
特
別

展
・
企
画
展
を
開
催
し
て
お
り
、
７
月
10
日
（
土
）
か
ら

９
月
５
日
（
日
）
ま
で
企
画
展
「
尼
崎
城
を
掘
る
」
を
開

催
し
ま
す
。
地
上
か
ら
完
全
に
姿
を
消
し
た
尼
崎
城
で
す

が
、
地
下
に
は
尼
崎
城
の
遺
跡
が
残
っ
て
お
り
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
石
垣
や
本
丸
御
殿
跡
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
本
展
で
は
、
尼
崎
城
跡
発
掘
調
査
の
成
果
を
、
出

▲枡タワーオブジェクト（伊丹シティホテル内に展示）

▲博物館正面外観

▲尼崎城本丸御殿の発掘調査

問 尼崎市立歴史博物館
TEL 06-64８9-9８01
FAX 06-64８9-9８00

歴
史
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

　

清
酒
の
歴
史
を
知
り
、
伊
丹
と

灘
五
郷
の
清
酒
を
味
わ
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
来
訪
者

の
更
な
る
増
加
と
、
地
域
住
民
が

「
愛
着
」
と
「
誇
り
」
を
持
ち
続

け
ら
れ
る
地
域
を
目
指
し
ま
す
。

　

在
宅
ワ
ー
ク
の
た

め
の
改
修
費
や
Ｐ
Ｃ
、

机
な
ど
の
購
入
費
を

補
助
し
ま
す
！

　

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住

ツ
ア
ー
も
実
施
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
。

問 総合政策部 都市ブランド・観光戦略課
TEL 072-744-20８８
FAX 072-7８0-406８
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▲加古川市版Decidim

問 企画部　政策企画課
TEL 079-427-9373
FAX 079-424-1370

　▲加東アート館ホームページ

問 加東アート館
TEL 0795-4８-4915
FAX 0795-43-0552
Eメール artless.k@gmail.com

　

本
市
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
市
の
課
題
解
決
を
目
指

す
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上
、
ひ
い
て
は
市
民

満
足
度
の
向
上
を
図
る
た
め
「
加
古
川
市
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
構
想
」
を
令
和
３
年
３
月
に
策
定
し
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

皆
様
の
意
見
を
収
集
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
市

民
参
加
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

「D
ecidim

」
を
全
国
で
初
め
て
導
入
し
、
多
く
の
方
々

か
ら
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
意
見
に
対
し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
行
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
皆
様
な
ら
で
は
の
ご
意

　

西
日
本
最
大
規
模
の
ラ

ベ
ン
ダ
ー
園
「
ラ
ベ
ン

ダ
ー
パ
ー
ク
多
可
」。
園

内
に
は
３
種
類
、
約
２
万

株
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
植
栽

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
順
次
咲

き
始
め
、
７
月
中
旬
ま
で

が
最
盛
期
で
す
。
さ
わ
や

か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
丘

　

見
て
、
撮
っ
て
、
学
べ

る
参
加
型
の
美
術
館
「
加

東
ア
ー
ト
館
」
が
、
令
和

３
年
３
月
、
加
東
市
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ト

リ
ッ
ク
☆
３
Ｄ
ア
ー
ト
や
、

Ａ
Ｒ
技
術
を
組
み
合
わ
せ

た
ト
リ
ッ
ク
Ａ
Ｒ
ア
ー
ト

な
ど
25
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

ト
リ
ッ
ク
☆
３
Ｄ
ア
ー

ト
は
、
平
面
に
描
か
れ
て

い
る
の
に
、
カ
メ
ラ
を
通

し
て
み
る
と
立
体
に
見
え

る
作
品
で
す
。
ト
リ
ッ
ク

Ａ
Ｒ
ア
ー
ト
は
、
専
用
ア
プ

リ
で
作
品
を
撮
影
す
る
と
、

現
実
に
は
な
い
絵
が
画
面

上
に
現
れ
る
作
品
で
す
。

加
古
川
市
版D

ecidim

稼
働
中
！

�

～
Ｄ
Ｉ
Ｙ
都
市
に
向
け
て
～

参
加
型
美
術
館

「
加
東
ア
ー
ト
館
」が
オ
ー
プ
ン
！

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
た
心
と
体
に

�

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
を
♪

加古川市

加東市

多可町

▲ラベンダーパーク多可ホームページ

問 ラベンダーパーク多可
TEL 0795-36-1616
FAX 0795-36-1617

　

恐
竜
や
動
物
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
作
品
に
加

え
、「
未
知
な
る
深
海
の

世
界
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

日
本
最
大
級
の
深
海
魚
の

ト
リ
ッ
ク
Ａ
Ｒ
ア
ー
ト
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▲ラベンダーパーク多可オリジナル商品

▲ラベンダー園内の様子

に
広
が
る
紫
の
絨
毯
。
青
空
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
ラ
ベ
ン

ダ
ー
パ
ー
ク
多
可
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
商
品
の
「
ピ
ロ
ー
ミ
ス
ト
」
も
好
評
発
売
中

で
す
。
園
内
で
抽
出
し
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
精
油
・
フ
ロ
ー
ラ

ル
ウ
ォ
タ
ー
に
銀
イ
オ
ン
を
配
合
し
た
ス
プ
レ
ー
で
、
枕

カ
バ
ー
や
タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
に
噴
霧
し
て
香
り
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
た
心
と
体

を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
で
癒
や
し
ま
せ
ん
か
？

見
・
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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❖神河ゆずドレッシング
　販売場所：神河観光交流センター、
　　　　　　産直ECサイト「食べチョク」他
　TEL 0790-34-1001（神河町観光交流センター）

❖神河菓子 春を待つ森のしずく
　販売場所：道の駅神河（アンテナショップかまど）
　TEL 0790-32-2８37

❖かみかわブランド開発支援事業
問 ひと・まち・みらい課
TEL 0790-34-0002
FAX 0790-34-0691

　

令
和
３
年

４
月
１
日
か

ら
令
和
４
年

１
月
31
日
ま

で
、
Ｊ
Ｒ
本

竜
野
駅
前
に

お
い
て
、
次

世
代
の
交
通

機
関
と
し
て

期
待
さ
れ
る

超
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
（
２

人
乗
り
の
超

小
型
電
気
自

　

神
河
の
魅
力
を
広
め
る
た
め

に
始
ま
っ
た
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン

ド
開
発
支
援
事
業
。
昨
年
度
に

も
神
河
町
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

商
品
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
無

農
薬
で
自
家
栽
培
し
た
神
河
町

産
の
ゆ
ず
を
使
っ
た
「
神
河
柚
子
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
は
、

ゆ
ず
の
果
皮
、
果
汁
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
使
用
し
て
お

り
、
酸
味
を
抑
え
た
柔
ら
か
な
口
当
た
り
が
特
徴
の
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
で
す
。
町
内
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
米
粉
を

１
０
０
％
使
用
し
た
焼
き
菓
子
と
町
内
に
自
生
し
て
い
る

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
の
樹
液
を
じ
っ
く
り
と
煮
詰
め
て
作
る

メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
セ
ッ
ト
「
神
河
菓
子 

春
を
待
つ

森
の
し
ず
く
」
は
米
粉
の
甘
み
に
バ
タ
ー
の
コ
ク
を
合
わ

せ
、
し
っ
と
り
焼
き
上
げ
た
お
菓
子
セ
ッ
ト
で
す
。
神
河

の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
か
み
か
わ
ブ
ラ
ン
ド
の
新
商
品
を
ぜ

ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

昭
和
26
年
４
月
に
、
斑

鳩
町
・
石
海
村
・
太
田
村

が
合
併
し
、
聖
徳
太
子
よ

り
町
名
を
い
た
だ
き
誕
生

し
た
「
太
子
町
」
は
、
令

和
３
年
４
月
で
町
制
施
行

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を

ま
ち
全
体
で
お
祝
い
す
る

た
め
、
町
制
70
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、「
太
子
町
と
近
代
産
業
」
企
画
展
や
太
子
あ

神
河
町
産
の
特
産
品
を
使
用
し
た

ア
イ
デ
ア
商
品
で
地
域
を
活
性
化
!!

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

レ
ン
タ
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
！

太
子
町
は
今
年
、
町
制
施
行

�

70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

たつの市

神河町

太子町

問 総務部企画政策課
TEL 079-277-599８
FAX 079-276-3８92

　▲たつの市超小型モビリティ
レンタルサービス紹介ホームページ

問 都市政策部まちづくり推進課
TEL 0791-64-3121
FAX 0791-63-2594

▲町公式Instagram
　QRコード

す
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
未
来
に
残
す
べ
き
太
子
町
の
風

景
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
写
真
、
ポ
ス
タ
ー
で
募
集
す
る

企
画
な
ど
を
住
民
の
皆
様
と
の
協
働
で
展
開
し
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
ま
ち
づ
く
り
を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
企
画
展
示
で
は
、「
＃
１
０
０
年

後
に
残
し
た
い
太
子
町
の
風
景
」
と
検
索
す
る
こ
と
で
、

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
思
い
思
い
の
風
景
を
ご
覧
い
た
だ

動
車
）の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

普
通
自
動
車
の
運
転
免
許
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
龍
野
地
区
を
は
じ
め
「
た
つ

の
」
の
魅
力
的
な
観
光
地

を
、
３
密
を
避
け
、
地
球

に
や
さ
し
く
旅
す
る
新
し

い
体
験
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。（
観
光
以
外
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

け
ま
す
。

　

70
周
年
を

迎
え
た
太
子

町
の
「
良
い

と
こ
ろ
」
を

是
非
皆
さ
ん

も
探
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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平
成
29
年
11
月
に

オ
ー
プ
ン
し
、
余
部

ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー

の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
余
部
鉄
橋

「
空
の
駅
」エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
利
用
者
数
が
、

本
年
２
月
で
50
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ
て
お

り
、
外
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
上
昇
す
る

と
、
地
上
41
ｍ
の
展
望
施
設
「
空
の
駅
」
へ
到
着
し
ま
す
。

　

展
望
施
設
で
は
旧
余
部
鉄
橋
の
レ
ー
ル
や
枕
木
の
上
を

歩
く
こ
と
が
で
き
、
遮
る
も
の
が
な
い
広
い
空
と
町
を
包

み
込
む
山
陰
の
山
々
、
そ
の
先
に
広
が
る
美
し
い
日
本
海

の
絶
景
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
ご
と
に
色
を
変
え
る
夜
間
（
日
没
～
午
後

　

高
校
１
年
生
の
夏
か
ら
３
季
連
続
で

甲
子
園
出
場
を
果
た
し
、
ド
ラ
フ
ト
２

位
で
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
に
入
団

し
た
明
石
商
業
高
等
学
校
の
中
森
俊
介

さ
ん
（
丹
波
篠
山
市
出
身
）。
中
森
選

手
の
プ
ロ
野
球
で
の
活
躍
を
願
っ
て
、

本
市
と
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と
の
間
で
ス
ポ
ン
サ
ー

シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
千
葉
ロ
ッ
テ

フ
ァ
ン
や
関
東
圏
の
皆
さ
ん
に
丹
波
篠
山
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
連
携
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
７
月
６
日（
火
）
に
Ｚ

Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
戦
を
「
日
本
農
業
遺
産
認
定
記
念 

丹
波

篠
山
市 

黒
豆
ナ
イ
タ
ー
」と
し
て
開
催
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

丹
波
篠
山
市
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
デ
カ
ン
シ
ョ
節
の
披
露
や
黒

豆
・
米
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
と
特
産
品
を
セ
ッ
ト
に

し
た
ふ
る
さ
と
納
税
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

豊
岡
市
に
芸
術
文
化
観
光

�

専
門
職
大
学
が
開
学

利
用
者
数
50
万
人
を
突
破
！

～
余
部
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
～

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と

ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結

豊岡市

香美町

丹波篠山市

問 環境経済部大交流課観光文化戦略室
TEL 0796-21-90８1
FAX 0796-22-3８72

❖利用時間　午前６時～午後11時（無休）
❖利用料金　無料

問 観光商工課
TEL 0796-36-3355
FAX 0796-36-3８09

▲スポンサーシップ協定調印式の様子
（写真右から）株式会社千葉ロッテマリー
ンズ 河合克美代表取締役社長、丹波篠
山市 酒井隆明市長
問 社会教育課
TEL 079-552-5769
FAX 079-552-８015

観光交流課
TEL 079-552-6907
FAX 079-552-2090

デ
ィ
ン
グ
）
の
募

集
を
５
月
上
旬
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
ぜ
ひ

球
場
ま
で
お
越
し

い
た
だ
き
、
丹
波

篠
山
市
の
魅
力
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
、
但
馬
初

の
４
年
制
大
学
と
な
る
、

県
立
の
芸
術
文
化
観
光

専
門
職
大
学
が
豊
岡
市

に
開
学
し
ま
し
た
。
芸

術
文
化
と
観
光
の
２
つ

の
分
野
を
学
び
、
地
域

の
活
性
化
を
担
う
人
材

を
育
成
し
ま
す
。
国
公

立
で
は
初
め
て
演
劇
の

実
技
を
本
格
的
に
学
べ
る
大
学
で
あ
り
、
実
社
会
で
必
要

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
４
月
５
日
に
は
入
学
式
が
行
わ
れ
、
第
一
期
生
と

し
て
84
人
が
入
学
し
、
地
域
の
新
た
な
活
力
を
創
出
す
る

プ
ロ
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

豊
岡
の
ま
ち
に
と
っ
て
も
、
若
者
が
集
い
更
な
る
活
力 ▲芸術文化観光専門職大学の外観

▲城崎温泉のまちなみ

が
生
ま
れ
る
と

と
も
に
、
観
光

資
源
の
磨
き
上

げ
な
ど
ま
ち
づ

く
り
に
も
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

９
時
30
分
）

の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
も
見

も
の
で
す
。

　

昼
夜
の
異

な
る
魅
力
を

堪
能
し
に
、

ぜ
ひ
と
も
お

越
し
く
だ
さ

い
。
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▲花みどりフェアのホームページ

問 企画情報部まちづくり政策課
TEL 0799-64-2506
FAX 0799-64-2531

　

平
成
30
年
５
月
か
ら

始
め
た
「
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
」
で
は
、

丹
波
市
と
関
わ
り
を
持

ち
た
い
と
考
え
る
市
外

在
住
者
（
＝
ふ
る
さ
と

住
民
）
を
対
象
に
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
の

機
会
や
特
典
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
提
供
し
、
つ

な
が
り
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
度
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
丹
波
市
を

応
援
し
、
関
わ
り
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る

　

２
０
０
０
年
に

開
催
さ
れ
た
国
際

園
芸
・
造
園
博

「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ

２
０
０
０
」（
淡
路

花
博
）
か
ら
20
周

年
を
記
念
し
て
、

「
淡
路
花
博
20
周

年
記
念
花
み
ど
り

フ
ェ
ア
」
が
３
月

20
日
（
土
祝
）
に

開
幕
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
は
春
と
秋

の
２
回
開
催
。
春

が
５
月
30
日（
日
）ま
で
実
施
さ
れ
、
秋
は
９
月
18
日（
土
）

～
10
月
31
日（
日
）ま
で
の
予
定
で
す
。

　

花
や
歴
史
・
文
化
、
食
に
関
す
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

島
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、
淡
路
島
の
魅
力
を
満
喫
で
き
る

特
別
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

淡
路
花
博
20
周
年
記
念

花
み
ど
り
フ
ェ
ア
〔
秋
〕
開
催
！

丹
波
市
と
つ
な
が
る
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
「
お
か
え
り
丹
波
」
を

�

開
設
し
ま
し
た

丹波市

淡路市

▲丹波市とつながるポータルサイト
　「おかえり丹波」
　https://furusato-tamba.jp/
問 ふるさと創造部 総合政策課
TEL 0795-８2-0916
FAX 0795-８2-544８

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
状
況
等
に

よ
っ
て
は
、
開
催
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
は
、
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▲サイトトップページ

「
ふ
る
さ
と
住
民
」
を
増
や
す
た
め
、
ふ
る
さ
と
住
民
目

線
で
作
っ
た
新
し
い
サ
イ
ト
「
お
か
え
り
丹
波
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
提
供
や
、
年
代
に
応
じ
た
情
報
発
信
で
、
さ
ら
に
市

外
在
住
者
と
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

機
能
も
備
え
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
丹
波
市
の
魅
力

あ
る
産
品
も
探
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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東京兵庫県人会

 会 長　菅　谷　定　彦
 ㈱テレビ東京　 特別顧問

水泳を楽しんだ浜甲子園の浜辺が

再び海水浴客でにぎわう日を

夢みております。（西宮市出身）

モリシップラン・オフィス
MORISHIPLAN OFFICE

代表　森　島　英　一

〒272-0826
千葉県市川市真間　4-11-F301
　 047-371-7790
　 090-6506-1406
PC address : morishima@morishiplan.com
URL : http://morishiplan.com

★船舶関連業務：米国Mawetal社の特許案
　件（環境対応新燃料 ‒ 超低硫黄分達成・
　CO₂排出削減）のライセンス契約代理業
　務を行っています。
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